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掛
合
町
・
圓
通
寺
の
観
音
菩
薩
（
伝
如
意
輪
観
音
）
遊
戯
坐
像
に
つ
い
て

― 

西
日
本
に
遺
る
遊
戯
坐
像
の
一
例 

―

�

濱
　
田
　
恒
　
志

は
じ
め
に

　

雲
南
市
域
の
山
々
に
数
々
の
密
教
寺
院
が
営
ま
れ
た
こ
と
は
よ
く
知
ら
れ
て
お
り
、

そ
の
多
く
が
平
安
・
鎌
倉
期
以
来
の
由
緒
を
も
つ
こ
と
は
、
各
寺
院
に
伝
わ
る
古
い
仏

像
た
ち
が
物
語
っ
て
い
る
。
本
稿
で
紹
介
す
る
掛
合
町
多
根
・
圓
通
寺
の
秘
仏
本
尊
観

音
菩
薩
遊
戯
坐
像
（
伝
如
意
輪
観
音
。
以
下
「
本
像
」。
図
1
）
は
、
そ
う
し
た
当
市

域
の
山
岳
寺
院
の
古
像
と
し
て
代
表
的
な
存
在
の
一
つ
で
あ
る
。

　

本
像
は
平
成
二
年
（
一
九
九
〇
）
十
一
月
三
日
に
旧
掛
合
町
指
定
文
化
財
（
合
併
に

よ
り
現
在
は
雲
南
市
指
定
文
化
財
）
と
さ
れ
、
そ
の
重
要
性
は
認
識
さ
れ
て
い
た
も
の

の
、
一
般
に
は
三
十
三
年
に
一
度
開
帳
さ
れ
る
秘
仏
だ
と
い
う
事
情
も
あ
っ
て
か
、
こ

れ
ま
で
美
術
史
的
見
地
か
ら
像
の
概
要
を
広
く
紹
介
さ
れ
る
こ
と
は
な
か
っ
た
よ
う
で

あ
る
。
本
像
は
平
成
二
十
九
年
（
二
〇
一
七
）
に
開
帳
さ
れ
、
本
稿
筆
者
は
そ
の
後
、

本
像
を
実
査
す
る
機
会
に
恵
ま
れ
た（

（
（

。
諸
般
の
事
情
に
よ
り
厨
子
内
に
安
置
さ
れ
た
像

を
移
坐
す
る
こ
と
が
難
し
く
、
安
置
状
態
の
ま
ま
行
っ
た
限
定
的
な
調
査
で
は
あ
っ
た

が
、
そ
の
結
果
、
本
像
に
は
従
来
認
め
ら
れ
て
い
た
も
の
と
は
異
な
る
重
要
な
意
義
が

あ
る
と
思
わ
れ
た
の
で
、
こ
の
機
会
に
本
像
の
概
要
と
あ
わ
せ
て
紹
介
し
た
い
。

一
、
本
像
の
概
要

〔
形
状
〕

　

高
髻
を
結
い
、
髻
頂
か
ら
髪
束
を
三
段
ず
つ
三
方
に
垂
ら
す
。
上
元
結
の
正
面
に
花

形
飾
り
を
あ
ら
わ
す
。
下
元
結
は
頭
髪
。
天
冠
台
は
下
か
ら
紐
二
条
、
列
弁
。
中
央
か

ら
両
側
面
へ
か
け
て
上
向
き
の
弧
を
描
く
。
鬢
髪
一
束
が
耳
を
亘
る
。
髪
は
全
て
束
ね

目
入
り
毛
筋
彫
り
。
白
毫
相
を
あ
ら
わ
す
。
耳
朶
環
状
、
貫
通
す
る
。
三
道
相
を
あ
ら

わ
す
。
内
衣
、
覆
肩
衣
、
袈
裟
、
裙
を
つ
け
る
。
内
衣
は
腹
部
中
央
に
あ
ら
わ
れ
る
。

覆
肩
衣
は
右
肩
か
ら
右
腕
を
覆
い
、
右
脇
腹
で
袈
裟
に
た
く
し
込
む
。
袈
裟
は
左
肩
を

覆
い
、
右
肩
に
少
し
か
け
て
右
腋
下
か
ら
正
面
を
通
り
、
上
縁
を
大
き
く
折
り
返
し
て

再
び
左
肩
に
か
け
る
。
顔
を
正
面
に
向
け
、
左
手
は
肘
を
軽
く
曲
げ
な
が
ら
掌
を
左
膝

上
に
下
ろ
し
て
伏
せ
、
全
指
を
伸
ば
す
。
右
手
は
垂
下
し
右
膝
後
の
地
面
に
つ
く
。
左

足
は
垂
下
さ
せ
、
右
足
は
膝
を
外
に
張
り
踵
を
股
辺
に
付
け
て
坐
す
。

〔
法
量
（
単
位
は
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
）〕

　

全
高
（
台
座
・
光
背
・
金
属
製
宝
冠
を
含
む
）
一
三
〇
・
三

〈
本
体
〉

　

像
高
（
頭
頂
―
左
足
先
）
八
七
・
四

　

坐
高　

六
九
・
五

一
一



　

髪
際
高
（
左
足
先
か
ら
）
七
一
・
二
（
坐
面
か
ら
）
五
三
・
一

　

頂
―
顎　

二
九
・
〇　
　
　
　
　
　
　
　
　

面
長　

一
二
・
四

　

面
幅　

一
一
・
〇　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

耳
張　

一
四
・
六

　

面
奥　

一
五
・
〇　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

胸
奥
（
左
）
一
八
・
八
（
右
）
一
八
・
九

　

腹
奥　

二
二
・
〇　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

膝
奥
（
左
）
三
六
・
七
（
右
）
三
五
・
〇

　

坐
奥
（
左
足
先
か
ら
）
四
九
・
五　
　
　
　

肘
張　

三
六
・
二

　

膝
張　

四
二
・
七　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

膝
高
（
右
）
一
一
・
〇

　

像
最
大
張
（
袈
裟
裾
張
）
五
七
・
六

〈
台
座
〉

　

総
高　

六
〇
・
七　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

最
大
張　

九
一
・
九

　

最
大
奥　

四
一
・
〇

〈
光
背
〉

　

総
高　

七
五
・
五　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

頭
光
径　

三
五
・
五

〔
品
質
構
造
〕

　

先
述
の
事
情
に
よ
り
構
造
の
詳
細
は
現
段
階
で
把
握
し
難
い
が
、
正
面
か
ら
の
観
察

お
よ
び
後
述
の
修
理
時
写
真
よ
り
推
測
す
る
と
概
ね
次
の
通
り
。

　

木
造
（
樹
種
不
明
、
ヒ
ノ
キ
か
）。
割
矧
ぎ
造
り
な
い
し
寄
木
造
り
。
彩
色
。
玉
眼
。

　

袈
裟
の
襟
際
に
沿
っ
た
線
で
、
正
面
胸
前
を
含
ん
だ
頭
部
と
体
幹
部
と
を
矧
ぐ
。
頭

部
は
耳
後
ろ
を
通
る
線
で
前
後
に
矧
ぎ
、
背
面
材
は
さ
ら
に
左
右
に
矧
ぐ
。
以
上
は
割

り
矧
ぎ
か
別
材
矧
ぎ
か
断
定
し
難
い
。
白
毫
別
材
嵌
入
。
玉
眼
嵌
入
。
髻
別
材
矧
ぎ
。

体
幹
部
は
前
後
左
右
で
四
材
を
矧
ぐ
（
割
り
矧
ぎ
か
別
材
矧
ぎ
か
断
定
し
難
い
）。
内

刳
り
し
、
前
面
材
の
下
部
中
央
に
像
心
束
を
刳
り
残
す
。
左
右
両
側
に
広
が
る
袈
裟
裾

部
を
別
材
製
と
し
、
右
裾
部
の
上
に
別
材
製
の
右
手
首
先
を
矧
ぐ
。
両
足
部
別
材
製
、

左
膝
上
に
左
袖
口
を
矧
ぎ
、
そ
こ
へ
別
製
の
左
手
首
先
を
挿
し
込
み
矧
ぎ
と
す
る
。
両

足
先
も
別
材
製
。

〔
保
存
状
態
〕

　

左
手
先
第
五
指
、
右
足
先
第
四
指
、
欠
失
。
白
毫
、
金
銅
製
宝
冠
・
胸
飾
、
表
面
彩

色
の
全
て
、
像
底
蓋
板
、
光
背
、
以
上
後
補
。
台
座
（
方
形
座
に
自
然
木
を
貼
り
付
け
）

と
玉
眼
も
後
補
の
可
能
性
が
あ
る
。
体
幹
部
正
背
面
中
央
お
よ
び
両
肩
部
に
、
体
幹
部

前
後
左
右
四
材
を
鎹
で
緊
結
し
た
痕
が
あ
る
。
平
成
二
十
九
年
の
開
帳
前
に
各
部
材
を

接
着
し
直
す
修
理
が
な
さ
れ
た
。

二
、
伝
来
・
作
風
・
制
作
年
代

　

圓
通
寺
は
天
台
宗
に
属
す
る
。
寺
伝
に
よ
れ
ば
行
基
が
如
意
輪
観
音
像
を
造
像
安
置

し
た
こ
と
に
よ
り
当
寺
が
開
創
さ
れ
、
の
ち
性
空
に
よ
り
中
興
さ
れ
た
と
い
う
が
、
草

創
期
の
詳
し
い
こ
と
は
分
か
ら
な
い
。
か
つ
て
は
四
十
二
坊
を
有
し
、
領
主
か
ら
寺
領

等
の
寄
付
も
あ
っ
た
と
い
う
が
、
明
治
の
廃
仏
毀
釈
な
ど
を
経
て
、
現
在
は
圓
通
寺
本

院
の
み
が
残
る
と
い
う（

（
（

。

　

当
寺
本
尊
如
意
輪
観
音
像
の
存
在
は
、
享
保
二
年
（
一
七
一
七
）
の
地
誌
『
雲
陽
誌
』

の
当
寺
の
項
に
「
本
尊
如
意
輪
観
音
行
基
の
彫
刻
な
り（

（
（

」
と
あ
る
の
が
文
献
上
に
出
る

古
い
例
と
み
ら
れ
、
こ
れ
が
本
像
に
相
当
す
る
わ
け
で
あ
る
が
、
も
ち
ろ
ん
実
際
の
制

作
年
代
は
行
基
の
時
代
ま
で
は
遡
ら
な
い
。
た
だ
、
旧
掛
合
町
に
よ
る
文
化
財
指
定
時

に
は
平
安
時
代
に
遡
る
古
像
と
判
断
さ
れ
、
指
定
名
称
は
寺
伝
に
準
じ
て
「
如
意
輪
観

音
菩
薩
像
」
と
さ
れ
た
。
な
お
指
定
時
の
所
見
に
よ
れ
ば
胎
内
に
「
行
基
」
の
銘
が
あ

る
と
さ
れ
る
が
、
本
稿
筆
者
の
実
査
で
は
胎
内
を
確
認
で
き
て
い
な
い
。

　

さ
て
、
こ
の
た
び
の
実
査
で
得
た
知
見
に
基
づ
き
、
尊
名
と
制
作
年
代
に
つ
い
て
改

め
て
検
討
し
た
い
。

一
二



　

通
常
の
観
音
菩
薩
坐
像
と
は
異
な
り
、
袈
裟
と
覆
肩
衣
を
ま
と
い
、
片
手
を
地
面
に

つ
け
て
足
を
組
ま
ず
に
く
つ
ろ
ぐ
姿
勢
、
い
わ
ゆ
る
「
遊
戯
坐
」
を
と
る
点
に
本
像
の

大
き
な
特
徴
が
あ
る
。
こ
う
し
た
観
音
菩
薩
遊
戯
坐
像
は
、
鎌
倉
時
代
後
期
か
ら
南
北

朝
時
代
に
か
け
て
造
像
の
流
行
が
知
ら
れ
、
本
像
も
そ
の
一
例
と
捉
え
る
べ
き
作
例
で

あ
る
。
ま
た
従
来
、
観
音
菩
薩
遊
戯
坐
像
は
鎌
倉
地
方
の
禅
宗
寺
院
を
中
心
に
造
像
安

置
さ
れ
た
も
の
と
考
え
ら
れ
て
き
た
が
、
こ
の
問
題
に
つ
い
て
は
後
述
す
る
。

　

本
像
は
、
襟
際
に
沿
っ
て
頭
部
と
体
幹
部
を
接
合
す
る
点
や
、
内
刳
り
の
中
に
像
心

束
を
刳
り
残
す
点
な
ど
、
造
像
技
法
の
上
で
は
各
所
に
中
世
の
特
徴
を
み
せ
て
い
る
。

と
り
わ
け
後
者
は
院
派
仏
師
の
作
の
特
徴
と
い
わ
れ
る
。
ま
た
彫
刻
表
現
に
お
い
て

も
、
ひ
と
き
わ
高
く
束
ね
た
髻
、
凜
々
し
く
張
り
が
あ
る
面
部
、
頭
髪
や
着
衣
に
見
ら

れ
る
行
き
届
い
た
細
部
表
現
、
均
整
の
と
れ
た
体
軀
、
現
実
に
即
し
た
衣
文
の
抑
揚
な

ど
、
各
部
に
鎌
倉
時
代
彫
刻
の
正
統
的
な
要
素
が
指
摘
で
き
る
。
上
半
身
を
ほ
と
ん
ど

傾
げ
ず
に
背
筋
を
伸
ば
し
、
あ
ま
り
く
つ
ろ
い
で
い
る
よ
う
に
は
見
え
な
い
姿
勢
に
は

固
さ
を
認
め
る
こ
と
も
で
き
、
こ
の
点
は
制
作
年
代
の
若
干
の
下
降
を
示
し
て
い
る
の

か
も
し
れ
な
い
が
、
そ
れ
で
も
本
像
の
面
貌
や
衣
文
表
現
に
は
、
南
北
朝
期
以
降
の
像

に
顕
著
な
非
現
実
的
な
固
さ
や
形
式
化
は
認
め
難
い
。
観
音
菩
薩
遊
戯
坐
像
の
基
準
作

例
と
し
て
鎌
倉
時
代
末
、
正
慶
元
年
（
一
三
三
二
）
作
の
神
奈
川
・
慶
珊
寺
像
が
あ
る

が（
（
（

、
同
像
と
比
較
し
た
と
き
、
本
像
は
同
等
も
し
く
は
若
干
遡
る
時
代
様
式
を
み
せ
て

い
る
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。
以
上
よ
り
、
本
像
の
制
作
年
代
は
鎌
倉
時
代
後
期
、
十
三

世
紀
末
か
ら
十
四
世
紀
初
め
頃
の
作
か
と
考
え
ら
れ
る
。

三
、
遊
戯
坐
像
造
像
史
の
な
か
の
本
像
の
位
置
付
け

　

観
音
菩
薩
遊
戯
坐
像
の
類
型
や
諸
作
例
に
つ
い
て
は
、
清
水
眞
澄
氏
に
よ
る
網
羅
的

な
研
究
に
詳
し
い（

（
（

。
そ
れ
に
よ
れ
ば
、
中
国
に
お
い
て
は
宋
代
・
十
世
紀
に
は
既
に
造

像
の
拡
が
り
を
み
せ
る
と
い
い
、
そ
こ
か
ら
請
来
さ
れ
た
画
像
や
彫
像
を
介
し
、
日
本

で
は
鎌
倉
期
に
流
行
し
た
。
遊
戯
坐
の
姿
勢
は
、
左
右
ど
ち
ら
の
手
足
を
地
に
つ
け
る

か
、
ま
た
立
膝
と
す
る
か
否
か
、
な
ど
で
い
く
つ
か
の
類
型
に
分
け
る
こ
と
が
で
き
、

本
像
の
よ
う
に
右
手
を
腰
脇
の
地
に
つ
け
、
右
足
を
横
に
し
、
左
足
の
膝
下
を
垂
下
さ

せ
る
姿
勢
の
例
は
中
国
に
は
認
め
が
た
い
と
い
う
。
清
水
氏
は
禅
居
院
像
・
松
ヶ
丘
文

庫
像
・
北
条
寺
像
・
慶
珊
寺
像
な
ど
、
十
三
世
紀
後
半
か
ら
十
四
世
紀
前
半
に
か
け
て

の
鎌
倉
地
方
の
（
な
い
し
同
地
方
由
来
の
）
作
例
に
み
ら
れ
る
独
特
の
形
姿
だ
と
し（

（
（

、

鎌
倉
時
代
の
「
久
原
本
図
像
」
収
載
の
水
月
観
音（

（
（

が
こ
の
種
の
像
の
原
型
で
あ
っ
た
可

能
性
を
指
摘
し
た（

（
（

。

　

そ
れ
ら
の
作
例
も
含
め
、
観
音
菩
薩
遊
戯
坐
像
は
従
来
、
日
本
で
は
鎌
倉
地
方
の
禅

宗
寺
院
に
集
中
し
て
伝
わ
る
と
考
え
ら
れ
て
き
た（

（
（

。
し
か
し
近
年
、
岩
田
茂
樹
氏
は
、

愛
媛
・
等
妙
寺
や
山
口
・
極
楽
寺
に
伝
わ
る
同
種
の
作
例
を
相
次
い
で
紹
介
し（
（1
（

、
西
日

本
で
も
鎌
倉
期
の
遊
戯
坐
像
が
伝
わ
る
こ
と
を
示
す
と
も
に
、
そ
れ
ら
の
像
の
制
作
年

代
を
鎌
倉
地
方
に
お
け
る
流
行
よ
り
遡
る
頃
に
想
定
し
、
日
本
に
お
け
る
遊
戯
坐
像
の

発
生
が
畿
内
地
域
に
求
め
ら
れ
る
可
能
性
を
指
摘
し
た（
（1
（

。
こ
う
し
た
近
年
の
指
摘
を
ふ

ま
え
た
と
き
、
同
じ
く
西
日
本
に
伝
わ
る
本
像
は
、
遊
戯
坐
像
の
諸
作
例
の
中
で
ど
の

よ
う
に
位
置
付
け
る
べ
き
で
あ
り
、
ま
た
ど
の
よ
う
な
問
題
を
及
ぼ
す
の
で
あ
ろ
う

か
。

　

西
日
本
で
見
出
さ
れ
た
右
記
の
二
例
は
い
ず
れ
も
立
膝
と
す
る
一
方
、
鎌
倉
地
方
に

そ
う
し
た
例
は
無
く
、
こ
の
た
め
双
方
の
造
像
は
連
続
す
る
も
の
で
は
な
く
、
別
個
の

背
景
を
持
っ
て
い
た
可
能
性
が
指
摘
さ
れ
て
い
る（
（1
（

。
だ
が
先
に
み
た
よ
う
に
、
立
膝
と

せ
ず
、
左
足
を
垂
下
す
る
本
像
の
姿
勢
は
、
遊
戯
坐
像
の
な
か
で
も
鎌
倉
地
方
に
限
ら

れ
る
一
群
と
最
も
近
く
、
西
日
本
の
二
例
と
は
大
き
く
異
な
る
。
こ
こ
か
ら
導
か
れ
る

の
は
、
第
一
に
、
後
世
に
な
っ
て
本
像
が
鎌
倉
地
方
周
辺
か
ら
も
た
ら
さ
れ
た
可
能
性

で
あ
り
、
第
二
に
、
従
来
の
想
定
と
異
な
り
、
鎌
倉
地
方
に
限
ら
れ
る
と
み
ら
れ
て
い

一
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た
遊
戯
坐
像
の
一
系
統
が
西
日
本
に
も
及
ん
で
い
た
可
能
性
で
あ
ろ
う
。
た
だ
、
第
一

の
可
能
性
を
積
極
的
に
想
定
し
う
る
事
象
は
当
地
の
記
録
類
に
見
出
し
難
く
、
現
状
で

は
第
二
の
可
能
性
に
こ
そ
注
目
し
て
お
き
た
い
。

　

ま
た
、
こ
れ
ま
で
遊
戯
坐
像
が
禅
宗
寺
院
を
中
心
に
流
行
し
た
と
考
え
ら
れ
て
き
た

の
も
先
述
し
た
と
お
り
だ
が
、
圓
通
寺
は
少
な
く
と
も
『
雲
陽
誌
』
の
時
点
か
ら
今
日

ま
で
、
一
貫
し
て
天
台
寺
院
と
し
て
存
続
し
て
い
る
こ
と
も
注
意
す
べ
き
だ
ろ
う
。
こ

の
こ
と
に
も
複
数
の
可
能
性
が
想
定
で
き
る
。
第
一
に
、
本
像
が
造
像
さ
れ
た
鎌
倉
期

に
は
同
寺
が
禅
宗
寺
院
だ
っ
た
か
、
本
像
が
別
の
禅
宗
寺
院
か
ら
も
た
ら
さ
れ
た
可
能

性
、
第
二
に
、
遊
戯
坐
像
の
造
像
安
置
は
、
禅
宗
寺
院
だ
け
で
な
く
天
台
寺
院
な
ど
へ

も
一
定
の
拡
が
り
を
有
し
て
い
た
可
能
性
で
あ
る
。
こ
の
こ
と
に
つ
い
て
も
ど
ち
ら
が

妥
当
か
、
直
ち
に
断
言
し
得
な
い
が
、
第
一
の
可
能
性
を
示
唆
す
る
記
録
は
見
当
た
ら

な
い
こ
と
や
、
同
寺
の
所
在
す
る
雲
南
市
北
西
地
域
と
そ
の
周
辺
に
は
古
像
を
伝
え
る

天
台
由
来
の
古
刹
が
数
多
い
こ
と
を
勘
案
す
れ
ば（
（1
（

、
同
寺
の
改
宗
や
禅
宗
寺
院
の
関
与

を
想
定
す
る
よ
り
も
、
第
二
の
可
能
性
を
積
極
的
に
考
え
た
い
。
本
像
と
は
姿
勢
が
異

な
る
も
の
の
、
遊
戯
坐
像
の
西
日
本
に
お
け
る
一
例
を
伝
え
る
愛
媛
・
等
妙
寺
が
中
世

以
来
の
天
台
の
古
刹
で
あ
る
こ
と
も
、
こ
の
可
能
性
を
補
強
す
る
だ
ろ
う
。
そ
も
そ
も
、

本
像
に
類
す
る
現
存
作
例
が
鎌
倉
地
方
の
禅
宗
寺
院
に
多
い
と
は
い
え
、
そ
の
姿
の
由

来
と
目
さ
れ
る
「
久
原
本
図
像
」
は
天
台
寺
門
系
の
図
像
集
だ
と
み
ら
れ
て
い
る
こ
と

に
も（
（1
（

、
改
め
て
注
意
す
べ
き
だ
ろ
う
。

お
わ
り
に

　

本
稿
で
は
、
従
来
、
平
安
期
の
由
来
を
も
つ
如
意
輪
観
音
像
と
し
て
の
重
要
性
か
ら

市
指
定
文
化
財
と
さ
れ
て
き
た
本
像
に
関
し
、
鎌
倉
期
の
観
音
菩
薩
遊
戯
坐
像
の
秀
作

と
し
て
新
た
な
意
味
と
価
値
を
指
摘
し
た
。
同
時
に
、
本
像
が
遊
戯
坐
像
と
し
て
特
異

な
姿
で
は
な
い
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
先
行
研
究
で
こ
れ
ま
で
指
摘
さ
れ
て
き
た
遊
戯
坐

像
の
造
像
傾
向
か
ら
は
逸
脱
す
る
存
在
で
あ
る
こ
と
も
、
あ
わ
せ
て
指
摘
し
た
。
た
び

た
び
述
べ
て
き
た
よ
う
に
、
従
来
、
本
像
の
よ
う
な
姿
勢
の
鎌
倉
期
遊
戯
坐
像
は
、
鎌

倉
地
方
や
禅
宗
寺
院
に
造
像
の
由
来
が
求
め
ら
れ
て
き
た
。
し
か
し
な
が
ら
本
像
は
、

伝
わ
っ
た
場
所
も
宗
派
も
、
そ
の
ど
ち
ら
に
も
当
て
は
ま
ら
な
い
。
本
像
の
よ
う
な
遊

戯
坐
像
が
出
雲
の
山
深
く
に
あ
る
密
教
寺
院
に
伝
わ
っ
た
と
い
う
事
実
は
、
遊
戯
坐
像

の
造
像
と
伝
来
の
歴
史
が
従
来
考
え
ら
れ
て
い
た
よ
り
広
汎
で
あ
っ
た
可
能
性
を
示
唆

す
る
の
で
は
な
い
か
。
そ
の
意
味
で
も
、
本
像
の
存
在
は
当
地
内
外
に
と
っ
て
類
い
稀

な
る
意
義
を
有
す
る
と
い
え
る
の
で
あ
る
。

【
注
】

（
1�

）
実
査
は
平
成
三
十
年
（
二
〇
一
八
）
十
二
月
八
日
、
雲
南
市
教
育
委
員
会
の
主
催
の
も
と
、

同
文
化
財
課
の
助
力
を
得
て
濱
田
恒
志
が
行
っ
た
。
本
文
既
述
の
と
お
り
一
定
の
制
限
が
あ
っ

た
調
査
な
の
で
、
本
稿
で
記
述
し
た
本
像
の
概
要
に
つ
い
て
は
訂
正
の
余
地
が
あ
る
。
本
稿
を

利
用
さ
れ
る
に
あ
た
っ
て
は
、
こ
の
点
を
留
意
さ
れ
た
い
。
本
格
調
査
の
機
会
を
俟
っ
て
正
確

な
情
報
を
提
供
す
べ
き
と
の
向
き
も
あ
ろ
う
が
、
本
稿
で
は
本
像
の
意
義
を
紹
介
す
る
こ
と
を

優
先
し
た
次
第
で
あ
る
。

（
2�

）
以
上
の
沿
革
は
、
飯
石
郡
役
所
編
『
飯
石
郡
誌
』（
名
著
出
版
、
一
九
七
二
年
復
刻
〔
初
版
は

一
九
一
七
年
〕）
一
一
七
七
頁
に
よ
る
。

（
3�

）
引
用
は
、
蘆
田
伊
人
編
集
校
訂
『
大
日
本
地
誌
大
系
四
十
二　

雲
陽
誌
』（
雄
山
閣
、

一
九
七
一
年
）
二
二
〇
頁
に
よ
る
。

（
4�

）
慶
珊
寺
像
の
詳
細
に
つ
い
て
は
、
横
浜
市
歴
史
博
物
館
編
『
特
別
展　

中
世
の
世
界
に
誘
う　

仏
像　

院
派
仏
師
の
系
譜
と
造
像
』
図
録
（
同
館
、
一
九
九
五
年
）
四
十
八
～
四
十
九
頁
な
ど

参
照
。

（
5�

）
清
水
眞
澄
「
鎌
倉 

禅
居
院
の
観
音
菩
薩
半
跏
像
に
つ
い
て
―
中
国
像
と
の
形
姿
の
比
較
を

中
心
に
し
て
―
」（『
成
城
大
学
短
期
大
学
部
紀
要
』
第
三
十
号
、
一
九
九
九
年
）、
同
氏
「
水

月
観
音
再
考
―
敦
煌
か
ら
鎌
倉
禅
林
へ
の
道
―
」（『
三
井
美
術
文
化
史
論
集
』
第
十
五
号
、

二
〇
二
二
年
）。
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（
6�
）
清
水
氏
前
掲
注
5
「
鎌
倉 

禅
居
院
の
観
音
菩
薩
半
跏
像
に
つ
い
て
」
七
十
三
～
七
十
七
頁
。

（
7
）『
大
正
図
像
』
四
、七
十
六
頁
、
図
像
№
五
十
一
。

（
8
）
清
水
氏
前
掲
注
5
「
水
月
観
音
再
考
」
三
十
一
頁
、
四
十
一
～
四
十
二
頁
。

（
9�

）
例
え
ば
、
浅
見
龍
介
『
日
本
の
美
術　

第
五
〇
七
号　

禅
宗
の
彫
刻
』（
至
文
堂
、
二
〇
〇
八

年
）
五
十
二
頁
な
ど
。

（
10�

）
岩
田
茂
樹
「
木
造
菩
薩
（
伝
如
意
輪
観
音
）
遊
戯
坐
像
」（『
國
華
』
第
一
四
三
五
号
、

二
〇
一
五
年
）、
同
氏
「
山
口
・
極
楽
寺
の
観
音
菩
薩
（
伝
滝
見
観
音
）
遊
戯
坐
像
」（『
鹿
園
雑

集
』
第
二
十
四
号
、
二
〇
二
二
年
）。

（
11
）
岩
田
氏
前
掲
注
10
「
山
口
・
極
楽
寺
の
観
音
菩
薩
（
伝
滝
見
観
音
）
遊
戯
坐
像
」
四
十
四
頁
。

（
12�

）
神
野
祐
太
「
菩
薩
遊
戯
坐
像
」
解
説
（
神
奈
川
県
立
歴
史
博
物
館
編
『
足
柄
の
仏
像
』
図
録
、

同
館
、
二
〇
二
三
年
）
一
四
六
頁
。

（
13�

）
例
え
ば
、
雲
南
市
三
刀
屋
町
・
禅
定
寺
、
同
町
・
寿
福
寺
（
元
は
天
台
宗
。
永
禄
年
間
に
現

在
の
曹
洞
宗
へ
改
宗
）、
同
地
域
に
隣
接
す
る
出
雲
市
野
尻
町
・
法
王
寺
な
ど
。
な
お
こ
れ
ら
の

寺
院
の
一
部
は
、
近
世
以
前
は
鰐
淵
寺
の
末
寺
で
あ
っ
た
と
伝
え
、
ま
た
一
部
は
性
空
上
人
中

興
と
い
う
伝
承
を
共
有
す
る
な
ど
、
同
一
の
文
化
圏
に
あ
っ
た
形
跡
が
あ
る
。

（
14�

）
山
本
陽
子
「
白
山
垂
迹
曼
荼
羅
考
―
遊
行
寺
本
を
中
心
と
し
て
―
」（『
仏
教
芸
術
』
一
五
七
号
、

一
九
八
四
年
）
三
十
八
頁
の
注
三
十
一
。

【
図
版
の
出
典
】

　

本
稿
筆
者
撮
影
。

【
付
記
】

　

本
稿
の
掲
載
に
あ
た
っ
て
は
、
圓
通
寺
代
表
役
員
・
赤
井
賢
照
様
か
ら
格
別
の
御
厚
情
を
賜
っ
た
。

ま
た
本
像
の
調
査
に
あ
た
っ
て
は
同
寺
の
皆
様
か
ら
御
理
解
を
賜
り
、
雲
南
市
教
育
委
員
会
文
化
財

課
の
皆
様
か
ら
は
多
大
な
御
助
力
を
賜
っ
た
。
末
筆
な
が
ら
こ
こ
に
記
し
て
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

一
五



図 1　観音菩薩遊戯坐像　雲南市掛合町・圓通寺
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